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議
員
月
間
リ
レ
ー
日
記

8月
●
木
村　
諭
史

　
１
日
︵
火
︶

　
会
社
業
務
の
日
。
先
週
に

成
功
し
た
委
託
試
験
の
報
告

書
を
提
出
。

　
昨
晩
打
ち
合
わ
せ
た
新
し

い
婚
活
事
業
の
議
事
録
を
メ

ン
バ
ー
間
で
共
有
。

　
２
日
︵
水
︶

　
地
域
活
動
の
日
。
式
根
島

に
て
数
日
間
実
施
予
定
の

﹃
夏
休
み
て
ら
こ
や
教
室
﹄

へ
の
情
報
共
有
・
ノ
ウ
ハ
ウ

提
供
を
行
う
。

　
地
域
の
若
者
と
本
村
盆
祭

出
店
の
メ
ニ
ュ
ー
相
談
。

　
３
日
︵
木
︶

　
臨
時
議
会
に
出
席
。
午
後

の
飛
行
機
で
上
京
。

　
４
日
︵
金
︶

　
千
葉
大
学
に
授
業
準
備
で

赴
く
。
27
名
参
加
型
授
業
の

た
め
の
会
場
確
認
と
備
品
管

理
。
家
族
も
同
行
し
モ
ノ

レ
ー
ル
な
ど
で
千
葉
見
学
。

　
環
境
白
書
を
購
入
。

　
５
日
︵
土
︶・
６
日
︵
日
︶

　
家
族
の
日
。
家
族
の
買
い

物
、
娘
を
実
家
近
く
の
東
武

博
物
館
に
連
れ
て
い
く
。

　
夜
は
授
業
の
準
備
で
環
境

白
書
を
読
み
込
む
。
議
員
視

察
で
訪
れ
た
篠
山
の
古
民
家

再
生
事
例
や
、
将
来
に
亘
る

海
洋
酸
性
化
を
先
取
り
で

き
、式
根
島
に
も
あ
る
Ｃ
Ｏ

２
シ
ー
プ
の
記
事
を
熟
読
。

　
７
日
︵
月
︶

　
千
葉
大
学
に
て
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
の
講
義
。
１
時
間
半
を

３
コ
マ
連
続
。

　
夜
は
、
委
託
試
験
を
受
け

た
企
業
と
の
打
ち
合
わ
せ
資

料
づ
く
り
︵
そ
の
後
大
型
装

置
の
試
験
へ
進
展
︶

●
前
田　
卓
秀

８
日︵
火
︶～
14
日︵
月
︶

　
前
回
と
同
じ
。

●
山
本　
均

　
15
日
︵
火
︶

　

昼
前
に
お
寺
の
檀
家
巡

り
。
仏
前
で
読
経
。
正
午

は
戦
没
者
へ
の
一
分
間
の

黙
禱
。
少
し
陽
が
出
た
の
で

︵
盆
祭
は
中
止
︶
議
会
活
動

紙
の
配
布
。
30
分
ほ
ど
で
終

わ
り
す
べ
て
完
了
。
こ
の
あ

と
昼
食
。

　
16
日
︵
水
︶

　
午
前
中
は
次
号
の
活
動
紙

の
資
料
集
め
。
午
後
か
ら
パ

ソ
コ
ン
打
ち
。

　
17
日
︵
木
︶

　
午
前
中
は
役
場
へ
行
き
、

住
民
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
共

同
墓
地
の
使
用
権
譲
渡
の
見

解
を
訊
く
。
当
事
者
ど
う
し

の
話
し
合
い
で
Ｏ
Ｋ
と
の
回

答
を
得
る
。

　
午
後
か
ら
は
議
会
事
務
局

に
議
会
だ
よ
り
の
配
布
分
の

予
算
化
を
要
請
。

　
18
日
︵
金
︶

　
午
前
中
は
活
動
紙
の
パ
ソ

コ
ン
打
ち
。
午
後
か
ら
食
料

品
の
買
出
し
。
読
書
「
文
学

と
き
ど
き
酒
」
。
知
り
合
い

を
港
へ
送
り
、
少
々
雑
談
。

　
19
日
︵
土
︶

　
午
前
中
は
活
動
紙
の
パ
ソ

コ
ン
打
ち
。
午
後
は
読
書

︵
続
き
︶
、
庭
の
夜
香
木
の

枝
切
り
、
花
壇
の
手
入
れ
。

　
20
日
︵
日
︶

　
午
前
中
は
活
動
紙
の
パ
ソ

コ
ン
打
ち
。
午
後
か
ら
読

書
。
定
期
購
読
の
「
週
刊
東

洋
経
済
」
。

　
21
日
︵
月
︶

　

午
前
中
は
車
庫
内
の
整

理
。
午
後
か
ら
浜
の
売
店
の

様
子
を
見
、
取
材
。

　
夜
は
警
察
署
へ
。
運
転
免

許
更
新
の
講
習
会
。
こ
の
あ

と
い
き
い
き
広
場
で
い
つ
も

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。

●
青
沼　
喜
六

　
22
日
︵
火
︶

　
快
晴
続
き
の
真
夏
日
、
庭

の
草
花
の
水
撒
き
か
ら
１
日

が
始
ま
る
。
午
後
は
泊
り
客

を
車
で
島
内
の
案
内
。

　
23
日
︵
水
︶

　
今
日
は
夏
の
高
校
野
球
の

日
本
一
を
決
め
る
日
。
若
か

り
し
頃
、
全
国
水
泳
大
会
の

選
手
を
指
導
し
、
全
国
各
地

を
廻
り
闘
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
な
が
ら
Ｔ
Ｖ
観
戦
。

　
24
日
︵
木
︶

　
久
し
ぶ
り
に
１
日
外
出
す

る
こ
と
な
く
﹃
安
倍
三
代
﹄

︵
青
木
理
︶
を
読
む
。
地
方

政
治
と
国
の
政
治
と
の
つ
な

が
り
等
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
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25
日
︵
金
︶

　
今
日
、
娘
夫
婦
と
孫
達
が

来
島
し
、
海
へ
同
行
。
孫
の

泳
ぐ
姿
を
見
て
い
る
と
昔
、

ま
っ
黒
に
な
っ
て
夕
暮
れ
ま

で
遊
ん
で
い
た
こ
と
が
な
つ

か
し
く
な
る
。

　
26
日
︵
土
︶

　
孫
ら
が
登
校
日
の
た
め
帰

る
の
で
一
緒
に
上
京
。
つ
い

で
に
携
帯
電
話
の
修
理
を
予

定
す
る
。

　
27
日
︵
日
︶

　
Ｔ
Ｖ
の
報
道
の
と
お
り
都

会
は
暑
い
。
歯
医
者
通
い
に

府
中
か
ら
高
田
馬
場
ま
で
電

車
で
い
く
が
、
駅
の
ホ
ー
ム

は
人
混
み
で
な
お
の
こ
と
暑

苦
し
い
。

　
28
日
︵
月
︶

　
府
中
の
リ
ハ
ビ
リ
病
院
に

治
療
に
行
く
。
い
つ
も
な
が

ら
待
合
室
は
高
齢
の
人
た
ち

が
多
い
。
島
に
温
泉
プ
ー
ル

を
造
っ
て
、
そ
こ
で
彼
ら
が

健
康
回
復
で
き
た
ら
な
ん
て

想
像
す
る
。

議長の目ランド
アイ

このたび議長に就任しました前田邦

弘です。志半ばで逝去されました戸田

前議長には心から哀悼の意を表し、安

らかに永眠されるようお祈り申し上げ

ます。

去る８月３日に議長選出のため臨

時議会が開催され、過半の支持を得て

（出席議員は７名）、当選しました。２

回目の議長就任ですのでこれまでの経

験を生かし、議会の使命と責任を果た

すべく全力を傾注していきます。残り１年半ですが、みなさんの期待に応え

られるよう、執行機関と協働し、住民福祉の向上に努めてまいります。

　課題となっていた超高速ブロードバンドも平成３０年８月頃には全村

で利用可能となる見込みで、今後の活用が期待されます。また新聞等で報

道されました『有人国境離島地域の保全及び特定有人国境離島地域に係

る地域社会の維持に関する特別措置法』（平成２９年４月１日施行）により

伊豆諸島では三宅島以南の４島と神津島以北の４島との間では地域社会の

生活維持に関し、国の施策に格差が出てきます。私はこの格差をできるだ

け少なくし、低迷を続ける各産業を活性化し、元気のある新島村を作るた

めに常に問題意識を持ち続け、住民のみなさんが地域社会の中で快適な

生活が送れるよう努力していきます。

今後とも議会へのご支援をお願い申し上げ、就任のあいさつに代えさせ

ていただきます。

（議長　前田　邦弘）


